
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み  き           も  り 森町森林組合 

冬 号  
発行日 27．１．16 

新
年
挨
拶
会
で
平
成
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が
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年
頭
挨
拶 

代
表
理
事
組
合
長 

鈴
木
奉
久 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
組
合
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
深
い
御
理
解
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
役
職
員
一
同
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
世
界
各
地
で
、
ま
た
、
日
本
国
内
に
於
い
て
も
大
き
な

自
然
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
地
球
環
境
保
全
の
一
役
を
な
す
森
林
・
林
業
に
携
わ
る
私
た
ち
は
、

木
を
育
て
る
事
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

親
・
子
・
孫
と
三
代
か
け
て
育
て
た
木
が
、
立
派
に
育
っ
て
収
穫
期
を
迎
え
た

の
に
、
有
効
に
活
用
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
た
り
、
管
理
さ
れ
な
い
山
林
が
見
ら
れ

る
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
あ
り
、
空
し
い
事
で
あ
り
ま
す
。 

森
林
組
合
と
し
て
も
、
組
合
員
の
山
林
を
適
正
な
整
備
を
図
り
な
が
ら
木
材
の

有
効
な
活
用
に
努
め
る
こ
と
が
責
務
で
あ
り
ま
す
。
国
・
県
に
於
き
ま
し
て
も
国

産
材
自
給
率
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
目
標
に
諸
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

需
給
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
木
材
生
産
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。 

森
町
森
林
組
合
と
し
て
も
、
森
林
経
営
計
画
を
軸
と
し
て
森
林
整
備
と
併
せ
て
、

利
用
間
伐
を
主
体
と
す
る
木
材
生
産
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
本
年
も
組
合
員

の
み
な
さ
ん
の
変
わ
ら
ぬ
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
関
係
諸
機
関
の
御
指
導

を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す 

平
成
二
十
七
年
一
月
五
日
、
森
町

三
倉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
森

町
森
林
組
合
新
年
挨
拶
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
役
職
員
・
技
術
職
員
・

従
業
員
を
始
め
御
来
賓
と
し
て
、
森

町
長 

村
松
藤
雄
氏
の
御
出
席
を
得

て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

森
町
長
村
松
藤
雄
氏
が
「
山
間
部

を
抱
え
る
森
町
は
、
森
の
恵
み
を
次

世
代
に
残
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
よ

う
な
中
、
森
町
森
林
組
合
に
は
森
林

施
業
、
林
道
の
維
持
管
理
等
の
林
業

振
興
に
感
謝
申
し
上
げ
る
」
と
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

現場日記 
森町森林組合が仕事している磐田市下

野部工業団地造成に伴う伐採作業に携わ

る組合職員鈴木清之の一日を紹介します。

 ７：００   出勤（現場事務所に移動） 

 ７：４５～ ラジオ体操・朝礼 

 

 

 

 

 

 ８：００～ 作業開始(現場管理・巡視) 

１２：００～ 昼休み 

１２：４５～ 職長会議・作業内容の確認 

 

 

 

 

 

１３：００～ 作業開始(現場管理・調整) 

１７：００   作業終了・現場内パトロール 

１７：１０～ 作業報告・明日の連絡 

１８：００   組合事務所到着 

森
林
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計
画
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立
報
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森
町
森
林
組
合
で
は
平
成
二
十
四
年
度
よ
り 

森
林
経
営
計
画
を
策
定
し
て
お
り
現
在
、
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五
ヵ
年
の
施
業
計
画
を
策
定
す
る
事
に
よ
り
中
長
期
的
に
山
の
保
育
及
び
、
木
材

の
搬
出
を
計
画
的
に
行
う
事
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
各
施
業
に
伴
う
補
助
金
の
申
請
も
森
林
経
営
計
画
内
で
あ
れ
ば
可
能
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
当
組
合
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
希
望
で
あ
れ
ば
お

渡
し
い
た
し
ま
す
。 

平
成
二
十
七
年
度
も3

0
0

㌶
を
目
標
と
し
た
団
地
を
策
定
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

団
地
の
策
定
区
域
予
定
の
所
有
者
様
に
つ
い
て
は
春
以
降
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
森
林
経
営
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
沢
山
の
関
係
者

並
び
に
、
山
林
所
有
者
様
の
御
協
力
の
も
と
樹
立
で
き
た
事
を
こ
の
場
を
か
り
て
組

合
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

間伐事業が急務！ 
平成 26 年度も残すところもあと 2 ヵ月となり、

森林整備事業も最盛期を迎えています。 

特に、利用間伐事業につきましては間伐 50ha

と森林作業道 4000m、搬出材積 2100 ㎥を実施し

ており開設した作業道から続々と材木が出てき

ています。3 月まで残りわずかですが、今後も安

全に留意し施業を進めてまいりますのでよろしく

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、植栽・枝打ち・保育間伐等のご希望があ

れば森林組合までご相談下さい。 

  

 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 
1 月  ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■                        
2 月                       ● ● ● ● ● ●  
3 月 ●  ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■                       
4 月                        ● ● ● ● ● ●   
5 月  ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■                        
6 月                       ● ● ● ● ● ●    
7 月 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■                         
8 月                      ● ● ● ● ● ●   ■ ■ 
9 月 ■ ■ ■ ■ ■                           

10 月                     ● ● ● ● ● ●   ■ ■ ■ 
11 月 ■ ■ ■ ■                            
12 月                    ● ● ● ● ● ●   ■ ■ ■ ■ 

※大つち、小つちはともに 7 日間です。その時期に木を伐ると丸太の状態では虫が入り腐り易くなります。 
※逆に、除伐はこの時期に伐ると早く腐り易く、山の肥料化を促します。 
※この表は、伐採(根放し)の目安です。造材(玉切り)日は関係ありません。 
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〒437-0208 静岡県周智郡森町三倉 826-2 
TEL : 0538-86-0211  FAX : 0538-86-0212 
E-Mail : jigyou@forest-morimachi.or.jp 

す ぎ 
長さ 
(m) 

末口径 
(cm) 中 値 1 本当たり 摘   要 

3m 
14 6,000 円 354 円 柱目 3.5 寸取 

16～18 12,000 円 1,044 円 柱目 4 寸取 
20～ 13,000 円 1,716 円 中目 

4m 

14 10,000 円 780 円 桁目 3.5 寸取 
16～18 12,000 円 1,392 円 桁目 4 寸取 
20～22 14,500 円 2,552 円 中目 
24～28 17,000 円 4,590 円 中目 
30～34 18,000 円 7,380 円 二番玉節小 

6m 16～18 15,000 円 2,910 円 通し柱４寸 
20～22 15,000 円 4,350 円 通し柱太角 

ひのき 
長さ 
(m) 

末口径 
(cm) 中 値 1 本当たり 摘   要 

3m 
14 11,000 円 649 円 柱目 3.5 寸取 

16～18 17,000 円 1,479 円 柱目 4 寸取 
20～ 13,000 円 1,716 円 太角目 

4m 

14 14,000 円 1,092 円 土台目 3.5 寸取 
16～18 15,500 円 1,798 円 土台 4 寸取 
20～22 15,000 円 2,640 円 中目縁甲取 
24～28 20,000 円 5,400 円 中目 
30～34 20,000 円 8,200 円 二番玉節小 

6m 16～18 25,000 円 4,850 円 通し柱４寸 
20～22 24,000 円 6,960 円 通し柱太角 

森組からお知らせ 
●組合員名簿等名義変更について 

所有森林で相続・取得・売却等が生じた際に

は、組合員名簿及び出資証券の名義変更等が必

要となりますので、御連絡下さい。 
 

●小径木工場の休業について 

 昭和 56 年開始以来 33 年余りに渡り、お引立

て頂きました小径木工場を諸般の事情により、

平成 27 年 1 月末日をもちまして休業いたす事

となりました。これまで組合員皆様の温かい御

支援をいただきながら、誠に勝手ながら申し訳

ございませんが何卒ご理解賜りますよう御願い

申し上げます。 

三木の森林だより 
～山のことなら何でも森町森林組合に～ 

購買情報 
種駒打ちシーズンが到来！ 
購買担当の舘山が自信を持ってお勧めする

のが、森産業のにく丸(森 290 号)です。 

全国的に最も多く使用されている品種であ

り、乾・生両方で大活躍する品種で、発生は接

種翌年の9～11月にかけて大型でボリューム感

のあるキノコが発生します。 

1 袋 ￥3,348 円( ) 

  

 

地
籍
調
査 

厳
し
い
寒
さ 

の
中
、
山
の
境 

界
を
探
し
求
め 

て
日
々
歩
い
て 

お
り
ま
す
。 

秋
に
は
優
し
く
落
ち
葉 

の
絨
毯
を
敷
き
詰
め
迎
え
い
れ

て
く
れ
た
山
々
が
、
現
在
地
中
か

ら
霜
柱
を
か
ま
え
厳
し
い
冬
山

へ
と
変
貌
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
ん
な
中
、
山
中
に
て
誇
ら
し

く
咲
い
て
い
る
薄
紅
色
を
し
た

寒
椿
を
眺
め
生
命
の
力
強
さ 

を
感
じ
な
が
ら
業
務
を
行
っ 

て
お
り
ま
す
。 

春
に
は
完
了
報
告
を
予
定 

し
て
お
り
ま
す
の
で
森
林
組 

合
員
の
皆
様
並
び
に
、
地
籍 

調
査
事
業
の
関
係
者
の
皆
様 

今
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し 

上
げ
ま
す
。 

農林大学校講義開催 若い芽を育てるお手伝い 
昨年の 12 月 4 日、11 日と 2 日間において静岡県農林大学校より、 

森町森林組合へ講師の依頼があり、地域貢献活動の一環として 

農林大生への講義を開催致しました。講義内容については、時代 

の変化に的確に対応できる林業後継者・技術者を育成する為に、現在森林組合で使用してい

る森林情報（GIS）及び、デジタルコンパス測量の講義を行いました。 

以下は講義を受けた学生の声です。 

・GIS を使って、とても便利だと思った。 

・このままでは即戦力になれないのを痛感した。 

・デジタルコンパスを学校で導入して欲しい。 

・学校で林業を学ぶのであれば昔よりも今の現場 

のやり方を知るべきであると思う。 

・デジタルコンパスを使用して簡単に測量を行う事 

ができるのが分かりました。

 
 

 


